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生コンセミナーの開催にあたって 

 

気候変動対策の重要性が高まるなか，世界各国や地域でカーボンニュートラルの実現に向けた関心が

高まっています。我が国では，2020 年 10 月に当時の菅義偉総理大臣が「日本は，2050 年までに温室効果

ガスの排出を全体としてゼロにする，すなわち 2050 年カーボンニュートラル，脱炭素社会の実現を目指

す」と宣言して以来，カーボンニュートラル社会の実現に向けた取り組みが活発化しています。 

セメント・コンクリート産業は CO2 を多量に排出する産業の一つとされています。特にセメント製造

時に排出される CO2 量の削減は喫緊の課題であり，セメントの製造過程のみならず，建設のサプライチ

ェーン全体での CO2 排出量の削減策を講じる必要があります。具体的には，セメントの製造，生コンを

含むコンクリートの製造，および施工に加え，供用後のコンクリート構造物の維持管理や解体・撤去とい

ったライフサイクル全体の各過程における CO2 排出量を精査し，カーボンニュートラル社会の実現に向

けた取り組みを加速させる必要があります。 

このような背景の下，今年の第 32 回生コンセミナーでは，「カーボンニュートラル社会の実現に向け

て 生コン業界への期待」と題し，セメント・コンクリート産業に関わる有識者を集め，会場と一体とな

って議論する場を設けました。 

まず，東京大学石田哲也氏より，カーボンニュートラル社会の実現に向けた俯瞰的かつ多角的な視点か

ら，「生コン産業の可能性 －資源循環，生産性向上，インフラ高耐久化で築く持続可能社会－」と題し

た基調講演をいただきます。また，セメント業界を代表し，太平洋セメント江里口玲氏より，「セメント

業界を取り巻く GX の現状とカーボンニュートラルに向けた取組み」と題した基調講演をいただきます。 

その後，当該分野における中堅・若手の第一人者である東京大学丸山一平氏にコーディネータをお願い

し，パネルディスカッションを行います。まず，パネリストの一人目として，生コン業界に精通する工学

院大学鈴木澄江氏より，「建築物への環境配慮型コンクリートの適用における課題」と題した話題提供を

いただきます。続いて，生コン業界を代表し，全国生コンクリート工業組合連合会草野昌夫氏に「生コン

業界のカーボンニュートラル実現に向けた取り組み」と題した話題提供をいただきます。さらに，施工側

の立場から大林組桜井邦昭氏より，「使用者（土木）の立場として，カーボンニュートラル社会の実現に

向けて取り組むべきこと」と題した話題提供をいただきます。最後に，宮城県生コンクリート協同組合連

合会千葉兼人氏より，地方の生コン協組の取り組みとして，「残コン・戻りコンを有効利用した CO2 吸収

促進型コンクリートブロックについて」と題した話題提供をいただきます。 

以上の話題提供の後，基調講演者にもパネリストとして登壇いただき，パネリスト間や会場内からの質

問・コメントを交えながら活発なディスカッションを展開します。 

本セミナーが生コン業界におけるカーボンニュートラル社会の実現に向けた有益な情報提供の機会に

なれば幸いです。是非，生コンクリートに関係する多数の皆様のご参加をお待ちしております。 
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実行委員会委員長 石川 雅美 

生コンセミナー部会長 岩城 一郎 



■生コンセミナープログラム 

 

司会 齋藤 俊克（生コンセミナー部会幹事 日本大学） 

 

1. 開会挨拶及び趣旨説明 

岩城 一郎（生コンセミナー部会長 日本大学）・・・・・・・13:00～13:10  

 

2. 基調講演 

（1）生コン産業の可能性 

－資源循環、生産性向上、インフラ高耐久化で築く持続可能社会－ 

石田 哲也（東京大学）・・・・・・・・・・・・・・・・・・13:10～13:50 

（2）セメント業界を取り巻く GX の現状とカーボンニュートラルに向けた取組み 

江里口 玲（太平洋セメント）・・・・・・・・・・・・・・・13:50～14:30 

 

〈休憩〉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14:30～14:50 

 

3. パネルディスカッション・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14:50～16:30 

パネルディスカッションの狙い（コーディネータ） 

丸山 一平（東京大学） 

話題提供 

（1）建築物への環境配慮型コンクリートの適用における課題 

鈴木 澄江（工学院大学） 

（2）生コン業界のカーボンニュートラル実現に向けた取り組み 

草野 昌夫（全国生コンクリート工業組合連合会） 

（3）使用者（土木）の立場として，カーボンニュートラル社会の実現に向けて取り組むべきこと 

桜井 邦昭（大林組） 

（4）残コン・戻りコンを有効利用した CO2吸収促進型コンクリートブロックについて 

千葉 兼人（宮城県生コンクリート協同組合連合会） 

討論会 

・コーディネータ：丸山 一平（東京大学） 

・パネリスト： （土木）石田 哲也（東京大学） 

（建築）鈴木 澄江（工学院大学） 

（生コン）草野 昌夫（全国生コンクリート工業組合連合会） 

千葉 兼人（宮城県生コンクリート協同組合連合会） 

（セメント）江里口 玲（太平洋セメント） 

（施工会社）桜井 邦昭（大林組） 
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